
  

 
 

    

災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
の
強

化
や
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
の
難
聴
対

策
を
目
的
と
し
て
、
平
成

29
年
度

を
め
ど
に
屋
内
放
送
設
備
の
導
入

を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
放
送
設
備
の
導
入
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
で
放

送
さ
れ
て
い
た
内
容
が
屋
内
で
も

聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
放
送

が
聞
き
取
り
や
す
く
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
旧
町
村
で
整
備
を
し
て

い
た
防
災
無
線
の
戸
別
受
信
機
や

告
知
端
末
の
代
替
設
備
と
な
り
ま

す
。 

 

こ
の
放
送
設
備
は
Ｆ
Ｍ
波
や
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
を
利
用
し
緊
急 

   

放
送
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
配
線
に
接
続

す
る
こ
と
で
、
有
線･

無
線
の
両
方

で
受
信
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

 

放
送
設
備
の
機
能 

○
緊
急
放
送
は
放
送
設
備
の
電
源

が
自
動
起
動
し
て
音
声
が
流
れ

ま
す
。 

○
有
線
断
線
時
に
は
、
無
線
受
信

に
自
動
的
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

(

Ｆ
Ｍ
波
の
不
感
地
域
を
除
く)

 

○
通
常
は
家
庭
内
電
源
を
接
続
、

停
電
時
に
は
電
源
が
電
池
に
自

動
的
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。 

○
録
音
機
能
に
よ
り
、
聞
き
直
し

が
可
能
で
す
。 

○
有
線
接
続
に
よ
り
地
区
放
送
が

可
能
に
な
り
ま
す
。 

※
詳
し
い
内
容
が
決
定
し
ま
し
た

ら
再
度
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

    

住
民
の
災
害
に
対
す
る
平
時
か

ら
の
備
え
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
、

防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
地
域
避
難
訓
練
を
行
い

ま
す
。 

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
風
水

害
や
地
震･

津
波
等
の
災
害
を
各

地
区
で
想
定
し
避
難
訓
練
が
行
わ

れ
ま
す
。 

実
施
日 

平
成
27

年
11

月
8

日
（
日
） 

実
施
内
容 

午
前
９
時
か
ら
9

時
30

分 

の
間
に
吹
鳴
す
る
サ
イ
レ
ン
を
合

図
に
地
区
ご
と
に
避
難
訓
練
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
各
種
行
事
の
開
催
に
つ

き
ま
し
て
は
、
日
程
が
重
な
ら
な

い
よ
う
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。 

   

地
域
や
家
庭
で
の
心
構
え
と
防

災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、

防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

講
演
の
内
容
は
「
東
日
本
大
震

災
か
ら
学
ぶ
避
難
所
の
現
状
と
支

援
の
あ
り
方
」
と
題
し
て
、
貴
重

な
体
験
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
来
場
下
さ
い
。 

■
期
日 

平
成
27

年
７
月
26

日
（
日
） 

■
公
演
時
間 

14

時
～
16

時 

■
場
所 

 

佐
伯
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
和
楽 

大
研
修
室 

■
講
師 

 

も
り
お
か
女
性
セ
ン
タ
ー 

 

セ
ン
タ
ー
長 

田
端
八
重
子 

氏 

■
入
場
料 

無
料 

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
付
き 

屋
内
放
送
設
備
の
導
入

を
計
画
し
て
い
ま
す 

防

災

か

わ

ら

版 
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発  行  元
佐伯市  
防災危機

管理課  

佐
伯
市
一
斉
の
避
難
訓

練
を
行
い
ま
す

防
災
講
演
会
の
開
催
に

つ
い
て



    

平
成

27
年
６
月

14
日
（
日
）
の

午
前
中
に
西
上
浦
地
区
、
午
後
に

八
幡
地
区
で｢

防
災
フ
ェ
ス
タ｣

が

各
地
区
の
自
治
会
と
防
災
士
会
と

の
共
同
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

両
地
区
と
も｢

地
震
体
験
車｣

｢

災
害
映
像
の
放
映｣

｢

災
害
写
真

パ
ネ
ル
の
展
示｣

｢

非
常
食
の
試
食
」

の
ブ
ー
ス
を
設
け
る
と
と
も
に
、

西
上
浦
地
区
は
、「
簡
易
担
架
の
作

成
」
「
段
ボ
ー
ル
ト
イ
レ
の
作
成
」

を
、
八
幡
地
区
で
は
「
紙
芝
居
」「
救

急
救
命
講
習
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

両
地
区
併
せ
て

153
名
の
住
民
が

参
加
し
、
震
度
７
の
地
震
や
非
常

時
に
起
こ
る
様
々
な
事
象
を
体
験

し
ま
し
た
。
地
震
体
験
で
は
、
体

験
し
た
人
の
話
を
聞
き
駆
け
つ
け

た
と
言
う
方
も
い
ま
し
た
。
こ
の

催
し
は
４
月
に
開
催
し
た
弥
生･

本
匠･

直
川･

宇
目
地
区
に
続
き
行

わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
共
催
し
た

防
災
士
会
で
は
、
今
後
も
自
治
会

と
連
携
し
他
の
地
区
で
も
開
催
し

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

           
 

     

 

台
風
や
豪
雨
は
、
地
震
と
違
い
、

発
生
規
模
や
時
期
が
分
か
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
天
気
予
報
に
注
意
し
、

新
の
情
報
を
収
集
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
被
害
を

小
限
に
食
い 

                 

止
め
る
た
め
に
は
、
被
害
が
出
始

め
て
避
難
す
る
の
で
は
な
く
、
早

め
に
避
難
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。 

 

右
側
の
表
は
風
の
強
さ
と
雨
の

強
さ
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
被
害

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

参
考
に
し
て
下
さ
い
。 

     

○ 風の強さと想定される被害 

西
上
浦
、
八
幡
地
区
で
防

災
フ
ェ
ス
タ
開
催 

段ボールトイレ作成の様子 救急救命講習の様子 

○ 雨の強さと想定される被害 

１時間の雨量（mm） 想定される被害

１０mm以上～２０mm未満
（やや強い雨）

地面からの跳ね返りで足下がぬれる。
雨音で声がよく聞こえない。

２０mm以上～３０mm未満
（強い雨）

傘を差していてもぬれる。
側溝や下水、小さな川があふれる。

３０mm以上～５０mm未満
（激しい雨）

バケツをひっくり返したような雨で、道
路が川のようになる。山崩れ、がけ崩
れが起きやすくなる。

５０mm以上～８０mm未満
（非常に激しい雨）

滝のような雨で、車の運転は危険。
地下に雨水が流れ込む。土石流が起
こりやすい

８０mm以上～
（猛烈な雨）

大規模な災害が発生する恐れが強く、
厳重な警戒が必要。

平均風速（毎秒） 想定される被害

１０ｍ以上～１５ｍ未満
（やや強い風） 風に向かって歩きにくくなる。傘がさせない。

１５ｍ以上～２０ｍ未満
（強い風） 風に向かって歩けない。転倒する人が出る。

２０ｍ以上～２５ｍ未満
（非常に強い風〈暴風〉） しっかりと身体を確保しないと転倒する。

２５ｍ以上～３０ｍ未満
（非常に強い風〈暴風〉）

立っていられない。ブロック塀が倒れたり、
樹木が根こそぎ倒れ始める。

３０ｍ以上～
（猛烈な風） 屋根が飛ばされる木造住宅が壊れる。

防
災
豆
知
識
（
風
水
害
編
）


